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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略矩形状の画像を、投写面上に、投写画像として表示するプロジェクタであって、
　３つの色成分画像を形成するための３つの電気光学装置と、
　略Ｘ字状に配置された２種類のダイクロイック面を有し、前記３つの色成分画像を合成
してカラー画像を形成するための色合成手段と、
　前記色合成手段により形成されたカラー画像を投写する投写レンズと、を備え、
　前記色合成手段は、前記２種類のダイクロイック面による交線の方向が、前記投写画像
の短辺の方向に略平行となるように配置されており、
　前記電気光学装置のそれぞれは、略矩形状の画像形成領域を有し、前記画像形成領域の
長辺の方向が前記交線の方向に一致するように、前記交線に平行な前記色合成手段の３つ
の入射面のうち、それぞれに対応する入射面に対向して配置されており、
　前記３つの電気光学装置および前記色合成手段は、前記投写画像の短辺の方向に略垂直
な面に沿って配置されており、
　前記プロジェクタは、さらに、
　前記色合成手段により形成されたカラー画像の長辺の方向が、前記投写画像の長辺の方
向を向くように、前記色合成手段により形成されたカラー画像を反射するための複数のミ
ラーを備えており、
　前記３つの電気光学装置は、それぞれ前記画像形成領域の長辺を有する側に信号入力端
子を有しており、
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　前記３つの電気光学装置は、前記色合成手段の射出面に平行な第１の入射面側に配置さ
れた電気光学装置と、前記第１の入射面に垂直な第２および第３の入射面側に配置された
電気光学装置とで、それぞれの画像形成領域の長辺方向に関する駆動方向が反対向きであ
る２種類の電気光学装置により構成される、プロジェクタ。
【請求項２】
　略矩形状の画像を、投写面上に、投写画像として表示するプロジェクタであって、
　３つの色成分画像を形成するための３つの電気光学装置と、
　略Ｘ字状に配置された２種類のダイクロイック面を有し、前記３つの色成分画像を合成
してカラー画像を形成するための色合成手段と、
　前記色合成手段により形成されたカラー画像を投写する投写レンズと、を備え、
　前記色合成手段は、前記２種類のダイクロイック面による交線の方向が、前記投写画像
の短辺の方向に略平行となるように配置されており、
　前記電気光学装置のそれぞれは、略矩形状の画像形成領域を有し、前記画像形成領域の
長辺の方向が前記交線の方向に一致するように、前記交線に平行な前記色合成手段の３つ
の入射面のうち、それぞれに対応する入射面に対向して配置されており、
　前記３つの電気光学装置および前記色合成手段は、前記投写画像の短辺の方向に略垂直
な面に沿って配置されており、
　前記プロジェクタは、さらに、
　前記色合成手段により形成されたカラー画像の長辺の方向が、前記投写画像の長辺の方
向を向くように、前記色合成手段により形成されたカラー画像を反射するための複数のミ
ラーを備えており、
　前記３つの電気光学装置は、それぞれ前記画像形成領域の長辺を有する側に信号入力端
子を有しており、
　前記３つの電気光学装置は、前記色合成手段の射出面に平行な第１の入射面側に配置さ
れた電気光学装置を第１の電気光学装置とし、前記第１の入射面に垂直な第２の入射面側
に配置された電気光学装置を第２の電気光学装置とし、前記第２の入射面に平行な第３の
入射面側に配置された電気光学装置を第３の電気光学装置とすると、前記第２の電気光学
装置の画像形成領域の長辺方向に関する駆動方向が前記第１の電気光学装置に対して反対
向きであり、前記第３の電気光学装置の画像形成領域の短辺方向に関する駆動方向が前記
第１の電気光学装置に対して反対向きである３種類の電気光学装置により構成される、プ
ロジェクタ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載のプロジェクタであって、
　前記複数のミラーは、前記色合成手段により形成されたカラー画像の画面内における長
辺の向きを、前記投写画像の画面内における長辺の向きとするように、所定の角度で回転
させる少なくとも２つのミラーを有し、
　前記少なくとも２つのミラーは、それぞれの反射面の中心を通る法線が互いに交わらな
いように配置されている、プロジェクタ。
【請求項４】
　請求項３記載のプロジェクタであって、
　前記所定の角度は９０度である、プロジェクタ。
【請求項５】
　請求項１または請求項２記載のプロジェクタであって、
　前記複数のミラーのうち少なくとも１つは、前記投写レンズと一体的に配置される、プ
ロジェクタ。
【請求項６】
　請求項５記載のプロジェクタであって、
　前記投写レンズと一体的に配置される少なくとも１つのミラーは、全反射プリズムによ
り構成される、プロジェクタ。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、カラー画像を投写するプロジェクタ（投写型表示装置）に関する。
【０００２】
【従来の技術】
大型画面を有する表示装置として、スクリーン上に画像を拡大投写して表示するプロジェ
クタが多く利用されている。カラー画像を投写するプロジェクタとしては、液晶パネルの
ような電気光学装置をライトバルブとして３つ用いて、カラー画像を構成する３つの色成
分画像を形成し、色合成手段としてのクロスダイクロイックプリズムを用いて３つの色成
分画像を合成することによりカラー画像を形成するタイプのプロジェクタが知られている
。このようなプロジェクタを「３板式プロジェクタ」と呼ぶ場合もある。
【０００３】
このような３板式プロジェクタにおいては、クロスダイクロイックプリズムを小型化する
ことによる装置の小型化、低価格化、色むらの抑制等を目的として、３つの電気光学装置
を、それぞれの略矩形状の画像形成領域の長辺の方向がクロスダイクロイックプリズムの
２種類のダイクロイック面による交線の方向に一致するように配置する構成とする場合が
ある。例えば、特開平１１－２４９０７０号公報や特開２０００－１２２１７４号公報に
記載の例があげられる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、３つの電気光学装置を上記のように配置するプロジェクタにおいては、投写表示
される画像を一般的な横長の画像とするために、画像形成領域の短辺の方向を含む平面内
に３つの電気光学装置とクロスダイクロイックプリズム及びその他の光学素子を立体的に
配置する必要がある。このため、全体的に背の高い縦長の外観を有するプロジェクタとな
ってしまう。また、光学系の製造が難しいというデメリットがある。また、電気光学装置
を効率よく冷却することが難しいというデメリットもある。
【０００５】
この発明は、従来技術における上述の課題を解決するためになされたものであり、電気光
学装置と色光合成手段とを投写面に表示される投写画像の短辺の方向と略垂直な面に沿っ
てに配置しつつ、一般的な横長の画像を投写表示することが可能な技術を提供することを
目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段およびその作用・効果】
上述の課題の少なくとも一部を解決するため、本発明の装置は、略矩形状の画像を、投写
面上に、投写画像として表示するプロジェクタであって、
３つの色成分画像を形成するための３つの電気光学装置と、
略Ｘ字状に配置された２種類のダイクロイック面を有し、前記３つの色成分画像を合成し
てカラー画像を形成するための色合成手段と、
前記色合成手段により形成されたカラー画像を投写する投写レンズと、を備え、
前記色合成手段は、前記２種類のダイクロイック面による交線の方向が、前記投写画像の
短辺の方向に略平行となるように配置されており、
前記電気光学装置のそれぞれは、略矩形状の画像形成領域を有し、前記画像形成領域の長
辺の方向が前記交線の方向に一致するように、前記色合成手段の前記交線に平行な前記色
合成手段の３つの入射面のうち、それぞれに対応する入射面に対向して配置されており、
前記３つの電気光学装置および前記色合成手段は、前記投写画像の短辺の方向に略垂直な
面に沿って配置されており、
前記プロジェクタは、さらに、
前記色合成手段により形成されたカラー画像の長辺の方向が、前記投写画像の長辺の方向
を向くように、前記色合成手段により形成されたカラー画像を反射するための複数のミラ
ーを備えることを特徴とする。
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【０００７】
上記複数のミラーは、色合成手段により形成されたカラー画像の長辺の方向が、前記投写
画像の長辺の方向を向くように、前記色合成手段により形成されたカラー画像を反射する
ことができるので、色合成手段により合成された縦長の画像（横向きの画像）を一般的な
横長の画像とすることができる。このため、色合成手段を、その交線の方向が、投写画像
の短辺の方向に略平行となるように配置することができる。また、３つの電気光学装置の
それぞれをそれらの画像形成領域の長辺の方向が色合成手段の交線の方向に一致させるよ
うに、色合成手段の交線に平行な３つの入射側面のうち、それぞれに対応する入射側面に
対向して配置することができる。これにより、電気光学装置と色光合成手段とを投写画像
の短辺の方向に略垂直な略方向に沿って配置しつつ、一般的な横長の画像を投写表示する
ことができる。
【０００８】
また、色合成手段により形成されたカラー画像を複数のミラーで反射させているので、１
つのミラーで反射させる場合に比べて小さなスペースで同じ光路長を確保することができ
る。これにより、装置の小型化が可能である。
【０００９】
なお、前記複数のミラーは、前記色合成手段により形成されたカラー画像の画面内におけ
る長辺の向きを、前記投写画像の画面内における長辺の向きとするように、所定の角度で
回転させる少なくとも２つのミラーを有し、
前記少なくとも２つのミラーは、それぞれの反射面の中心を通る法線が互いに交わらない
ように配置することにより構成することができる。
【００１０】
上記プロジェクタにおいて、前記所定の角度は９０度であることが好ましい。
【００１１】
こうすれば、プロジェクション部および複数のミラーの配置が容易である。
【００１２】
また、上記プロジェクタにおいて、
前記複数のミラーのうち少なくとも１つは、前記投写レンズと一体的に配置されることが
好ましい。
【００１３】
こうすれば、少なくとも１つのミラーの配置スペースを削減することができるので、装置
の小型化が可能である。なお、「一体的に配置される」とは、投写レンズの入射面または
射出面近傍に組み合わされて一体的に配置される場合だけでなく、投写レンズの内部に配
置される場合も含む。
【００１４】
ここで、前記投写レンズと一体的に配置される少なくとも１つのミラーは、全反射プリズ
ムにより構成されることが好ましい。
【００１５】
こうすれば、反射率が高い反射面を容易に実現することができると共に、隣接するレンズ
体との間で高いアライメント精度を実現することができる。
【００１６】
上記プロジェクタにおいて、
前記３つの電気光学装置は、それぞれ前記画像形成領域の長辺を有する側に信号入力端子
を有することが好ましい。
【００１７】
従来からプロジェクタに利用されている電気光学装置の信号入力端子は画像形成領域の長
辺を有する側に設けられている。従って、上記プロジェクタによれば、従来の電気光学装
置を利用できる。
【００１８】
ここで、前記信号入力端子は、前記画像形成領域の長辺を有する側から、短辺を有する側
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に延びるように形成された信号線を有しており、
前記長辺方向に沿った信号線は、前記信号線の幅が狭くなるように立体的に折り曲げられ
た形状を有することが好ましい。
【００１９】
こうすれば、信号入力端子のために必要な配置スペースを少なくすることができる。
【００２０】
また、前記色合成手段の射出面に平行な第１の入射面側に配置された電気光学装置を第１
の電気光学装置とし、前記第１の入射面に垂直な第２の入射面側に配置された電気光学装
置を第２の電気光学装置とし、前記第２の入射面に平行な第３の入射面側に配置された電
気光学装置を第３の電気光学装置とすると、
前記第１と第２の電気光学装置のいずれか一方の信号入力端子は、前記第２の電気光学装
置を照明する光の光路中に配置されたリレー光学系の構成要素と前記色合成手段によって
囲まれた空間領域に配置されることが好ましい。
【００２１】
こうすれば、リレー光学系の構成要素と前記色合成手段によって囲まれた空間領域を利用
して、第1と第２の電気光学装置の信号入力端子を配置することができる。
【００２２】
また、前記３つの電気光学装置は、前記色合成手段の射出面に平行な第１の入射面側に配
置された電気光学装置と、前記第１の入射面に垂直な第２および第３の入射面側に配置さ
れた電気光学装置とで、それぞれの画像形成領域の長辺方向に関する駆動方向が反対向き
である２種類の電気光学装置により構成されることが好ましい。
【００２３】
こうすれば、３つの電気光学装置を２種類の電気光学装置で構成することができるので、
電気光学装置の最適化が容易である。
【００２４】
また、前記３つの電気光学装置は、前記色合成手段の射出面に平行な第１の入射面側に配
置された電気光学装置を第１の電気光学装置とし、前記第１の入射面に垂直な第２の入射
面側に配置された電気光学装置を第２の電気光学装置とし、前記第２の入射面に平行な第
３の入射面側に配置された電気光学装置を第３の電気光学装置とすると、前記第２の電気
光学装置の画像形成領域の長辺方向に関する駆動方向が前記第１の電気光学装置に対して
反対向きであり、前記第３の電気光学装置の画像形成領域の短辺方向に関する駆動方向が
前記第１の電気光学装置に対して反対向きである３種類の電気光学装置により構成される
ことが好ましい。
【００２５】
こうすれば、３つの電気光学装置の信号入力端子をそれぞれ異なった空間領域に配置する
ことができるので、装置の構成が容易である。
【００２６】
【発明の実施の形態】
Ａ．第１実施例：
次に、本発明の実施の形態を実施例に基づき説明する。図１は、この発明の第１実施例と
してのリアプロジェクタ（背面投写型表示装置）の概略構成を示す説明図である。このリ
アプロジェクタ１０は、図１（Ａ）の斜視図に示すように、プロジェクション部ＰＪと、
２つの投写光反射ミラーＭＲ１、ＭＲ２と、リアスクリーンＳＣＲとを備えている。
【００２７】
以下では、プロジェクション部ＰＪからの投写光の光軸方向をｙ方向とし、＋ｙ方向を見
て３時の方向をｘ方向、１２時の方向をｚ方向とする。ｘｙ平面を水平面とする。また、
光の方向の説明を容易にするため、光の中心軸の方向を光の方向として説明する。
【００２８】
Ａ１．プロジェクション部ＰＪ：
図２は、プロジェクション部ＰＪの光学系の要部を示す概略平面図である。プロジェクシ
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ョン部ＰＪは、照明光学系１００と、色光分離光学系２００と、リレー光学系３００と、
３つのライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂと、クロスダイクロイックプリズム５
００と、投写レンズ６００とを備えている。各構成要素は、クロスダイクロイックプリズ
ム５００を中心に略水平な面（すなわち、ｘｙ平面）に沿って配置されている。このため
、プロジェクション部ＰＪは、図１（Ａ）に示すように、全体として背の低い横長の形状
を有している。
【００２９】
照明光学系１００は、光源１１０と、インテグレータ光学系１２０と、照明光反射ミラー
１３０とを備えている。光源１１０から射出された光は、インテグレータ光学系１２０を
介して、照明対象であるライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂを均一に照明する。
照明光反射ミラー１３０は、インテグレータ光学系１２０から射出される照明光を色光分
離光学系２００の方向に反射する機能を有している。この照明光反射ミラー１３０は、イ
ンテグレータ光学系１２０内の光路中に配置されることもある。なお、照明光反射ミラー
１３０は、光源１１０およびインテグレータ光学系１２０の配置の仕方に応じて省略する
ことも可能である。偏光変換光学系１４０は、非偏光な光をライトバルブ４００Ｒ，４０
０Ｇ，４００Ｂで利用可能な偏光方向を有する偏光光に揃える機能を有している。
【００３０】
色光分離光学系２００は、２つのダイクロイックミラー２１０，２２０と、反射ミラー２
３０とを備え、照明光学系１００から射出される照明光を、それぞれ異なる波長域の３つ
の色光に分離する機能を有している。
【００３１】
第１のダイクロイックミラー２１０は、赤色（Ｒ）の光を透過させるとともに、透過され
た色光よりも短波長側の色光（略緑色（Ｇ）の光および青色（Ｂ）の光）を反射する。第
１のダイクロイックミラー２１０を透過したＲ光は、反射ミラー２３０で反射され、フィ
ールドレンズ２４０を通ってＲ用のライトバルブ４００Ｒに入射する。
【００３２】
第１のダイクロイックミラー２１０で反射されたＧ光とＢ光のうちで、Ｇ光は第２のダイ
クロイックミラー２２０によって反射され、フィールドレンズ２５０を通ってＧ用のライ
トバルブ４００Ｇに入射る。一方、Ｂ光は、第２のダイクロイックミラー２２０を透過し
、リレー光学系３００、すなわち、入射側レンズ３１０、第１のリレー反射ミラー３２０
、リレーレンズ３３０、第２のリレー反射ミラー３４０、および射出側レンズ３５０を介
してＢ用のライトバルブ４００Ｂに入射する。ここで、Ｂ光にリレー光学系３００が用い
られているのは、Ｂ光の光路の長さが他の色光の光路の長さよりも長いため、光の拡散等
による光の利用効率の低下を防止するためである。
【００３３】
各色用のライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂは、それぞれに入射した色光を対応
する色信号（画像情報）に応じて変調し、変調光を透過光として射出する。このような透
過型のライトバルブとしては、透過型の液晶パネルが用いられる。なお、これらのライト
バルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂが本発明の電気光学装置に相当し、各色の変調光に
よって表される画像が、カラー画像を構成する各色の色成分画像に相当する。
【００３４】
図３は、クロスダイクロイックプリズム５００と各色用のライトバルブ４００Ｒ，４００
Ｇ，４００Ｂとを示す概略斜視図である。クロスダイクロイックプリズム５００は、第１
のダイクロイック面５１０と第２のダイクロイック面５２０とが交差する交線５３０がｘ
ｙ平面、すなわち、水平面に対して垂直となるように配置されている。また、４つの側面
５５０，５６０，５７０，５８０のうち、第１の側面、すなわち、射出面５５０および第
２の側面５６０がｘｚ平面に平行で、第３および第４の側面５７０，５８０がｙｚ平面に
平行となるように配置されている。第２ないし第４の側面５６０，５７０，５８０には、
それぞれ対応する色用のライトバルブ４００Ｇ，４００Ｂ，４００Ｒが配置されている。
これらのライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂは、略矩形状の画像形成領域（光照
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射面）の長辺の方向（長辺方向）ｌｓが交線５３０の方向（交線方向）、すなわち、ｚ方
向に一致するように縦長に配置されている。以下、このような配置を「縦長配置」と呼ぶ
場合もある。
【００３５】
なお、第２の側面５６０が本発明の第１の入射面に相当する。また、第３の側面５７０が
本発明の第２の入射面に相当し、第４の側面５８０が第３の側面に相当する。
【００３６】
Ｒ用のライトバルブ４００Ｒから射出されたＲ光は、第１のダイクロイック面で反射され
て射出面５５０から射出される。また、Ｂ用のライトバルブ４００Ｂから射出されたＢ光
は、第２のダイクロイック面で反射されて射出面５５０から射出される。さらに、Ｇ用の
ライトバルブ４００Ｇから射出されたＧ光は、第１のダイクロイック面５１０および第２
のダイクロイック面５２０を透過して射出面５５０から射出される。これにより、各色用
のライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂにおいて変調された３色の変調光は、クロ
スダイクロイックプリズム５００で合成される。合成された変調光の表すカラー画像は、
投写レンズ６００によって投写される。ただし、クロスダイクロイックプリズム５００で
合成されたカラー画像は、ライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂの縦長配置に対応
して長辺がｚ方向を向く縦長の画像となり、一方、投写レンズ６００によって投写された
後、スクリーンＳＣＲに表示される画像は、長辺がｙ方向を向く横長の画像となる。なお
、カラー画像を表す光は、＋ｙ方向に射出される。
【００３７】
図２に示すようなプロジェクタの各部の構成および機能については、例えば、本願出願人
によって開示された特開平１０－１７７１５１号公報や特開平１０－１８６５４８号公報
に詳述されているので、本明細書において詳細な説明は省略する。
【００３８】
Ａ２．投写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２の配置：
第２の投写光反射ミラーＭＲ２は、図１（Ｃ）に示すように、＋ｙ方向に進むプロジェク
ション部ＰＪからの投写光を＋ｚ方向に反射するように配置されている。具体的には、第
２の投写光反射ミラーＭＲ２の反射面における法線ｎ２が、ｙｚ平面に平行で、かつ、ｙ
軸に対して時計回りの向きに４５度の傾きを有するように配置されている。また、第１の
投写光反射ミラーＭＲ１は，図１（Ｂ）に示すように、＋ｚ方向に進む第２の投写光反射
ミラーＭＲ２からの投写光を＋ｘ方向に反射するように配置されている。具体的には、第
１の投写光反射ミラーＭＲ１の反射面における法線ｎ１が、ｘｚ平面に平行で、かつ、ｚ
軸に対して反時計回りの向きに４５度の傾きを有するように配置されている。すなわち、
第１と第２の投写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２は、それぞれの反射面における法線ｎ１，
ｎ２が互いに交わらないねじれの位置に配置されている。リアスクリーンＳＣＲは、ｙｚ
平面に平行に配置されている。
【００３９】
以上のように配置されたプロジェクション部ＰＪと２つの投写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ
２とによって、プロジェクション部ＰＪからの投写光は、第２の投写光反射ミラーＭＲ２
および第１の投写光反射ミラーＭＲ１で反射してリアスクリーンＳＣＲに入射する。
【００４０】
ここで、２つの投写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２は、プロジェクション部ＰＪから投写さ
れる画像の画面内における長辺の向きを、リアスクリーンＳＣＲに投写される画像の画面
内における長辺の向きとするように、９０度回転させる。この結果、図１（Ａ）に示すよ
うに、プロジェクション部ＰＪから投写される横向きの矢印画像は、ねじれの位置に配置
された２つの投写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２によって、上向きの矢印図形となるように
回転されて、リアスクリーンＳＣＲ上に投写される。
【００４１】
以上説明したように、本実施例のリアプロジェクタ１０においては、プロジェクション部
ＰＪにおける３つのライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂの画像形成領域の長辺方
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向をクロスダイクロイックプリズム５００の交線５３０の方向に一致させた構成のままで
、プロジェクション部ＰＪを構成する光学系の各構成要素を、スクリーンＳＣＲに投写さ
れる画像の短辺の方向（図１（Ａ）ではｚ方向）に垂直な平面（図１（Ａ）ではｘｙ平面
）に沿って配置しつつ、一般的な横長の画像を投写表示することができる。
【００４２】
また、本実施例のリアプロジェクタ１０では、２つの投写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２を
ねじれの位置に配置しているため、プロジェクション部ＰＪがスクリーンＳＣＲと略平行
な状態で配置される。このため、リアプロジェクタ１０の奥行きと高さ（図１（Ａ）のｘ
方向とｚ方向）を短くでき、装置全体の大きさを小型化することができる。
【００４３】
ところで、第２の投写光反射ミラーは、下記のように配置することができる。図４は、第
２の投写光反射ミラーＭＲ２をプロジェクション部ＰＪの投写レンズ内に配置した例を示
す説明図である。投写レンズ６００は、図４（Ａ）に示すように、複数のレンズで構成さ
れる複合レンズである（図４は３つの部分レンズを５つのレンズで構成した例を示してい
る）。そこで、図４（Ｂ）に示すように、プロジェクション部ＰＪの投写レンズとして、
複合レンズの光路中に第２の投写光反射ミラーＭＲ２を配置した投写レンズ６００’を利
用するようにしてもよい。このような投写レンズ６００’を用いれば、図１における第２
の投写光反射ミラーＭＲ２の配置スペースを削減することができるので、リアプロジェク
タの小型化をさらに図ることが可能となる。なお、投写レンズ内に第２の投写光反射ミラ
ーＭＲ２を配置する場合、この投写光反射ミラーを全反射プリズムにより構成することが
好ましい。全反射プリズムによれば、反射率が高いミラーを投写レンズ内に容易に構成す
ることができる。
【００４４】
また、投写光反射ミラーＭＲ２を図４（Ｂ）に示すように複数のレンズの途中に配置する
構成だけでなく、投写レンズの入射面あるいは射出面側に一体的に配置する構成としても
よい。
【００４５】
Ａ３．ライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂの配置：
図５は、クロスダイクロイックプリズム５００の周辺を拡大して示す概略平面図である。
ライトバルブの信号入力端子は、画像形成領域の長辺を有する側（以下、単に「長辺側」
と呼ぶ場合もある。）に設けられているのが一般的である。そこで、プロジェクション部
ＰＪにおいて、ライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂを配置するにあたっては、長
辺側に設けられたそれぞれの信号入力端子のための配置スペースを考慮する必要がある。
具体的には、Ｇ用のライトバルブ４００Ｇ及びＢ用のライトバルブ４００Ｂのそれぞれの
信号入力端子４１０Ｇ，４１０Ｂが、リレー光学系３００の入射側レンズ３１０とリレー
レンズ３３０と射出側レンズ３５０とフィールドレンズ２５０とクロスダイクロイックプ
リズム５００とで囲まれた空間領域ＳＰ１（図の破線円で示された領域）にあるように配
置している。また、Ｒ用のライトバルブ４００Ｒの信号入力端子４１０Ｒが投写レンズ６
００側の空間領域ＳＰ３にあるように配置している。
【００４６】
図６は、図５に示す配置における各色用のライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂを
光入射面側（光照射面側）から見た概略正面図である。図の実線矢印は、画像形成領域の
長辺方向に関する駆動方向と、短辺方向に関する駆動方向とを示している。また、破線矢
印は明視方向を示している。図５に示す配置においては、図６（Ｂ）に示すＧ用のライト
バルブを基準とすると、図６（Ａ），（Ｃ）に示すように、Ｒ用のライトバルブ４００Ｒ
およびＢ用のライトバルブ４００Ｂは、長辺方向に関する駆動方向が反対向きで、明視方
向が短辺方向に対して対称な種類のライトバルブが用いられる。すなわち、３つのライト
バルブを２種類のライトバルブで構成することができる。
【００４７】
なお、図５に示すように、２つのフィールドレンズ２４０，２５０と、クロスダイクロイ
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ックプリズム５００と、第１のダイクロイックミラー２１０とで囲まれた空間領域ＳＰ２
に、信号入力端子のための配置スペースがある場合には、この空間領域ＳＰ２にＲ用のラ
イトバルブ４００Ｒの信号入力端子４１０Ｒ及びＧ用のライトバルブ４００Ｂの信号入力
端子４１０Ｇを配置するようにしてもよい。ただし、照明光学系１００から第１のダイク
ロイックミラー２１０に入射する光線束の大きさは各色用のライトバルブ４００Ｒ，４０
０Ｇ，４００Ｂに入射する光線束の大きさに比べて大きく、第１のダイクロイックミラー
２１０の色光分離面（ダイクロイック面）をかなり大きくする必要がある。このため、空
間領域ＳＰ２には、信号入力端子を配置するための配置スペースがほとんど無い場合が多
い。一方、リレー光学系３００を通過する光線束はかなり集光され、その大きさが第１の
ダイクロイックミラー２１０に入射する光線束の大きさに比べてかなり小さくなる。この
ため、空間領域ＳＰ１には、Ｇ用のライトバルブ４００Ｇの信号入力端子４１０Ｇおよび
Ｂ用のライトバルブ４００Ｂの信号入力端子４１０Ｂを配置するスペースを確保すること
ができる。
【００４８】
図７は、Ｇ用のライトバルブ４００Ｇの信号入力端子４１０Ｇについて示す説明図である
。ライトバルブ４００Ｇの信号入力端子４１０Ｇは、図７（Ａ）に示すように、長辺側で
ある側面から短辺側である上面に延びるように形成されている。この信号入力端子４１０
Ｇには、ＦＰＣ（flexible Printed Circuit）を用いて複数の信号線が平面的に形成され
ており、Ａ－Ｂ線に沿った断面形状は図７（Ｂ）に示すように平面的である。ただし、Ｆ
ＰＣの途中部分における断面形状は平面的ではなく、例えば、Ｃ－Ｄ線に沿った断面形状
は図７（Ｃ）に示すような３つに折りたたんだ形状、または、図７（Ｄ）に示すようにコ
の字状に折り曲げた形状のような立体的な形状を有している。これらのように、信号入力
端子４１０Ｇの途中部分を複数の信号線が立体的に集合した構造とすれば、信号入力端子
４１０Ｇの一方向（図５ではｘ方向）に必要な配置スペースを削減することができる。ま
た、信号入力端子４１０Ｇを長辺側から短辺側に延ばすことにより、冷却風の上下方向（
図５ではｚ方向）の流路を確保することができるため、冷却効率を高めることができる。
【００４９】
なお、他の色用のライトバルブ４００Ｒ，４００Ｂも同様であるので説明を省略する。
【００５０】
図８は、クロスダイクロイックプリズム５００の周辺を拡大して示す別の概略平面図であ
る。この例では、Ｇ用のライトバルブ４００Ｇの信号入力端子４１０Ｇのみが空間領域Ｓ
Ｐ１に配置されている。そして、Ｒ用のライトバルブ４００Ｒの信号入力端子４１０Ｒが
投写レンズ６００側の空間領域ＳＰ３にあるように配置され、Ｂ用のライトバルブ４００
Ｂの信号入力端子４１０Ｂが投写レンズ６００側の空間領域ＳＰ４にあるように配置され
ている。
【００５１】
図９は、図８に示す配置におけるライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂを光入射面
側から見た概略正面図である。図の実線矢印は、画像形成領域の長辺方向に関する駆動方
向と、短辺方向に関する駆動方向とを示している。また、破線矢印は明視方向を示してい
る。図８に示す配置の場合、図９（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）に示すように、３つのライトバ
ルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂには、それぞれ異なった種類のライトバルブが用いら
れる。具体的には、図９（Ｂ）のＧ用のライトバルブ４００Ｂを基準とすると、Ｒ用のラ
イトバルブ４００Ｒは、図９（Ａ）に示すように、長辺方向の駆動方向が反対向きで、明
視方向が反対向きのライトバルブが用いられる。Ｂ用のライトバルブ４００Ｂは、図９（
Ｃ）に示すように、短辺方向の駆動方向が反対向きで、明視方向が長辺方向に対して対称
なライトバルブが用いられる。
【００５２】
図８に示す配置の場合、各色用のライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂの入力端子
４１０Ｒ，４１０Ｇ，４１０Ｂを、それぞれ異なった空間領域ＳＰ１，ＳＰ３，ＳＰ４に
配置すればよいので、配置が容易である。ただし、図９に示すように３種類のライトバル
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ブを用いる必要がある。この点、図５に示す配置の方が、２種類のライトバルブを用いれ
ばよいので有利である。
【００５３】
Ｂ．第２実施例：
図１０は、第２実施例のリアプロジェクタ２０を第１実施例のリアプロジェクタ１０と比
較して示す説明図である。第２実施例のリアプロジェクタ２０は、第1実施例と同様の構
成について同じ符号を付しており、以下では説明を省略する。第１実施例のリアプロジェ
クタ１０において＋ｙ方向に進むプロジェクション部ＰＪからの投写光は、図１０（Ａ）
に示すように、第２の投写光反射ミラーＭＲ２で反射して＋ｚ方向に進み、さらに第１の
投写光反射ミラーＭＲ１で反射して＋ｘ方向に進み、リアスクリーンＳＣＲに入射する。
このため、第２の投写光反射ミラーＭＲ２は、その反射面における法線ｎ２が、ｙｚ平面
に平行で、かつ、ｙ軸に対して時計回りの向きに４５度の傾きを有するように配置されて
いる（図１（Ｃ））。また、第１の投写光反射ミラーＭＲ１は、その反射面における法線
ｎ１が、ｘｚ平面に平行で、かつ、ｚ軸に対して反時計回りの向きにθ１（＝４５度）度
の傾きを有するように配置されている。
【００５４】
一方、図１０（Ｂ）に示すように、第２実施例のリアプロジェクタ２０において＋ｙ方向
に進むプロジェクション部ＰＪからの投写光は、第２の投写光反射ミラーＭＲ２で反射し
て、＋ｚ方向に対して反時計回りにα度傾いた方向に進み、さらに第１の投写光反射ミラ
ーＭＲ１で反射して＋ｘ方向に進み、リアスクリーンＳＣＲに入射する。このため、第２
実施例における第２の投写光反射ミラーＭＲ２は、第１実施例の第２の投写光反射ミラー
ＭＲ２をｙ軸に平行な中心軸を中心に反時計回りに角度αだけ回転して配置されている。
また、第１の投写光反射ミラーＭＲ１は、その反射面における法線ｎ１が、ｘｚ平面に平
行で、かつ、ｚ軸に対して反時計回りの向きにθ２（＝（４５＋α／２））度の傾きを有
するように配置されている。すなわち、第1実施例と同様に、第１と第２の投写光反射ミ
ラーＭＲ１，ＭＲ２は、それぞれの反射面における法線ｎ１，ｎ２が互いに交わらないね
じれの位置に配置されている。
【００５５】
ただし、θ２＞θ１（０＜α＜９０）である。従って、第２実施例における第１の投写光
反射ミラーＭＲ１のｙｚ平面に対する傾きは、第１実施例における第１の投写光反射ミラ
ーＭＲ１の傾きよりも小さくできる。これにより、第２実施例のリアプロジェクタ２０は
、第１実施例のリアプロジェクタ１０に比べて薄型の構成とすることができる。
【００５６】
なお、第１実施例のリアプロジェクタ１０は、第２実施例のリアプロジェクタ２０におい
て、α＝０とした場合に等しい。
【００５７】
ただし、リアプロジェクタ２０において、プロジェクション部ＰＪは、水平面（ｘｙ平面
）に対してｙ軸に平行な中心軸を中心に反時計回りの向きにα度回転して配置されている
ことが好ましい。
【００５８】
従って、本発明の「３つの電気光学装置および色合成手段は、投写画像の短辺の方向に略
垂直な面に沿って配置されており」とは、第１実施例のように、投写画像の短辺の方向に
垂直な面（すなわち、ｘｙ平面）に沿って、ライトバルブ（電気光学装置）と色合成手段
（クロスダイクロイックプリズム）とを含む光学系を配置する場合だけでなく、上述のよ
うにプロジェクション部ＰＪをα度傾けることにより光学系を傾けて配置する場合も含ん
でいる。
【００５９】
Ｃ．第３実施例：
図１１は、第３実施例としてのリアプロジェクタの概略構成を示す説明図である。このリ
アプロジェクタ３０は、第1実施例のリアプロジェクタ１０（図１（Ａ））が２つの投写
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光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２によってプロジェクション部ＰＪからの投写光を反射するの
に対して、図１１（Ａ）の斜視図に示すように、２つの投写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２
にもう一つの投写光反射ミラーＭＲ３を加えて３つの投写光反射ミラーによってプロジェ
クション部ＰＪからの投写光を反射する点が異なっている。なお、第３実施例のリアプロ
ジェクタ３０において、第1実施例のリアプロジェクタ１０と同様の構成については同じ
符号を付しており、以下では説明を省略する。
【００６０】
第３の投写光反射ミラーＭＲ３は、図１１（Ｃ）に示すように、＋ｙ方向に進むプロジェ
クション部ＰＪからの投写光を－ｚ方向に反射するように配置されている。具体的には、
第３の投写光反射ミラーＭＲ３の反射面における法線ｎ３が、ｙｚ平面に平行で、かつ、
ｙ軸に対して反時計回りの向きに４５度の傾きを有するように配置されている。第２の投
写光反射ミラーＭＲ２は、図１１（Ｂ）に示すように、－ｚ方向に進む第３の投写光反射
ミラーＭＲ３からの投写光を＋ｚ方向に対して反時計回りの向きにα度傾いた方向に反射
するように配置されている。具体的には、第２の投写光反射ミラーＭＲ２の反射面におけ
る法線ｎ２が、ｘｚ平面に平行で、かつ、ｚ軸に対して反時計回りの向きにα／２度（０
＜α＜９０）の傾きを有するように配置されている。また、第１の投写光反射ミラーＭＲ
１は、図１１（Ｂ）に示すように、＋ｚ方向に対してα度傾いて進む第２の投写光反射ミ
ラーＭＲ２からの投写光を、＋ｘ方向に反射するように配置されている。具体的には、第
１の投写光反射ミラーＭＲ１の反射面における法線ｎ１が、ｘｚ平面に平行で、かつ、ｚ
軸に対して時計回りの向きに（４５＋α／２）度の傾きを有するように配置されている。
すなわち、第２の投写光反射ミラーＭＲ２と第３の投写光反射ミラーＭＲ３とは、それぞ
れの反射面における法線ｎ２， ｎ３が互いに交わらないねじれの位置に配置されている
。リアスクリーンＳＣＲは、ｙｚ平面に平行に配置されている。
【００６１】
以上のようにプロジェクション部ＰＪおよび３つの投写光反射ミラーＭＲ１～ＭＲ３を配
置することにより、プロジェクション部ＰＪからの投写光は、第３の投写光反射ミラーＭ
Ｒ３ないし第１の投写光反射ミラーＭＲ１で反射してリアスクリーンＳＣＲに入射する。
【００６２】
ここで、２つの投写光反射ミラーＭＲ３，ＭＲ２は、プロジェクション部ＰＪから投写さ
れる画像の画面内における長辺の向きを、反射後の画像、すなわち、リアススクリーンＳ
ＣＲに投写される画像の画面内における長辺の向きとなるように、画面に垂直な中心軸を
中心に時計回りに９０度回転させる。第１の投写光反射ミラーＭＲ１は、第２の投写光反
射ミラーＭＲ２で反射された画像に回転を生じさせることなく、リアスクリーンＳＣＲの
方向に反射する。この結果、図１１（Ａ）に示すように、プロジェクション部ＰＪから投
写される横向きの矢印画像は、ねじれの位置に配置された２つの投写光反射ミラーＭＲ３
，ＭＲ２によって、上向きの矢印図形となるように回転されて、リアスクリーンＳＣＲ上
に投写される。これにより、本実施例においても、プロジェクション部ＰＪの３つのライ
トバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂの画像形成領域の長辺方向をクロスダイクロイッ
クプリズム５００の交線５３０の方向に一致させた構成のままで、プロジェクション部Ｐ
Ｊを構成する光学系の各構成要素を、スクリーンＳＣＲに投写される画像の短辺の方向（
図１１（Ａ）ではｚ方向）に垂直な平面（図１１（Ａ）ではｘｙ平面）に沿って配置しつ
つ、一般的な横長の画像を投写表示することができる。
【００６３】
また、本実施例のリアプロジェクタ３０は、プロジェクション部からの投写光を３つの投
写光反射ミラーＭＲ１～ＭＲ３によって反射する構成としているので、投写距離の長い投
写レンズを用いた場合であっても、プロジェクション部からの投写光を１つの投写光反射
ミラーによって反射する構成のリアプロジェクタに比べて装置全体の大きさを小型化する
ことができる。
【００６４】
なお、第１の投写光反射ミラーＭＲ１は、その反射面における法線ｎ１が、ｘｚ平面に平



(12) JP 4103319 B2 2008.6.18

10

20

30

40

50

行で、かつ、ｚ軸に対して反時計回りの向きに（４５＋α／２）度の傾きを有するように
配置されており、第２の投写光反射ミラーＭＲ２からの投写光の傾きαに依存している。
従って、第２実施例と同様に、第１の投写光反射ミラーＭＲ１のｙｚ平面に対する傾きを
第２の投写光反射ミラーＭＲ２からの投写光の傾きに応じて変化させることができるので
、第１実施例のリアプロジェクタ１０に比べて薄型の構成とすることができる。
【００６５】
Ｄ．第４実施例：
第１ないし第３記実施例では、透過型の液晶パネルをライトバルブとして適用したプロジ
ェクション部ＰＪを用いた場合を例に説明しているが、反射型の液晶パネルを適用したプ
ロジェクション部を用いることもできる。
【００６６】
図１２は、反射型液晶パネルをライトバルブとして用いたプロジェクション部ＰＪ’の光
学系の要部を示す概略平面図である。プロジェクション部ＰＪ’は、照明光学系１００と
、色光分離光学系２００’と、リレー光学系３００’と、偏光ビームスプリッタ７００Ｒ
，７００Ｇ，７００Ｂと、ライトバルブ４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’と、クロス
ダイクロイックプリズム５００と、投写レンズ６００とを備えている。各構成要素は、ク
ロスダイクロイックプリズム５００を中心に略水平方向に配置されている。
【００６７】
明光学系１００から射出される光は、色光分離光学系２００’に入射し３つの色光に分離
される。第１のダイクロイックミラー２１０’は、Ｂ光を反射させるとともに、Ｂ光より
も長波長側の色光（Ｇ光およびＲ光）を反射する。
【００６８】
第１のダイクロイックミラー２１０’を透過したＧ光およびＲ光のうち、Ｒ光は、第２の
ダイクロイックミラー２２０’も透過し、フィールドレンズ２４０を通ってＲ用の偏光ビ
ームスプリッタ７００Ｒに入射する。Ｇ光は、第２のダイクロイックミラー２２０’によ
って反射され、フィールドレンズ２５０を通ってＧ用の偏光ビームスプリッタ７００Ｇに
入射する。
【００６９】
第１のダイクロイックミラー２１０’で反射されたＢ光は、リレー光学系３００’、すな
わち、入射側レンズ３１０、リレー反射ミラー３２０、リレーレンズ３３０、を通り、さ
らに射出側レンズ３５０を通ってＢ用の偏光ビームスプリッタ７００Ｂに入射する。
【００７０】
各色用の偏光ビームスプリッタ７００Ｒ，７００Ｇ，７００Ｂに入射した各色光は、対応
する偏光ビームスプリッタ７００Ｒ，７００Ｇ，７００Ｂの偏光分離面７１０Ｒ，７１０
Ｇ，７１０Ｂで２種類の偏光光（ｓ偏光光とｐ偏光光）に分離される。各色用のライトバ
ルブ４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’は、対応する偏光ビームスプリッタ７００Ｒ，
７００Ｇ，７００Ｂから射出されるどちらか一方の偏光光の光軸上に配置されている。図
の例では、各偏光ビームスプリッタ７００Ｒ，７００Ｇ，７００Ｂの偏光分離面７１０Ｒ
、７１０Ｇ、７１０Ｂがｓ偏光光を反射してｐ偏光光を透過する構成とし、各色用のライ
トバルブ４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’はｓ偏光光の光軸上に配置されている。従
って、ｓ偏光光の各色光が対応するライトバルブ４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’に
照明光として入射する。
【００７１】
各色用のライトバルブ４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’は、照明光として入射したそ
れぞれの色光を、それぞれ対応する色信号（画像情報）に応じて変調し、反射光として射
出する。このような反射型のライトバルブ４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’としては
、反射型の液晶パネルが用いられる。
【００７２】
なお、各色のライトバルブ４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’は、プロジェクション部
ＰＪにおける各色のライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂと同様に縦長配置されて
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いる。
【００７３】
各色用のライトバルブ４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’から射出される光は、対応す
る各色の偏光ビームスプリッタ７００Ｒ，７００Ｇ，７００Ｂに再入射する。再入射した
各色光は、変調された光（ｐ偏光光）と、変調されていない光（ｓ偏光光）とを含んだ混
合光である。従って、各色の射出光のうち、変調光のみが対応する偏光ビームスプリッタ
７００Ｒ，７００Ｇ，７００Ｂの偏光分離面７１０Ｒ，７１０Ｇ，７１０Ｂを透過してク
ロスダイクロイックプリズム５００に入射する。
【００７４】
クロスダイクロイックプリズム５００に入射した各色光は合成されて投写レンズ６００に
向かって射出される。これにより、クロスダイクロイックプリズム５００で合成された光
の表すカラー画像が、投写レンズ６００によって投写される。ただし、クロスダイクロイ
ックプリズム５００で合成されたカラー画像の向きは、各色用のライトバルブ４００Ｒ’
，４００Ｇ’，４００Ｂ’の縦長配置に対応してｘ或いはｚ方向を向く横向きの画像とな
る。
【００７５】
なお、本例のプロジェクション部ＰＪ’においてもリレーレンズ３３０、入射側レンズ３
１０と偏光ビームスプリッタ７００Ｇで囲まれた空間に、ライトバルブ４００Ｇ’の信号
入力端子を配置する構成とすることができ、長辺側に信号入力端子が配置されたライトバ
ルブを使用することができる。
【００７６】
Ｅ．変形例：
なお、この発明は上記の実施例や実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱しな
い範囲において種々の態様において実施することが可能であり、例えば次のような変形も
可能である。
【００７７】
（１）上記実施例では、２または３の投写光反射ミラーを用いたリアプロジェクタを例に
説明しているが、これに限定されるものではなく、４以上の投写光反射ミラーを用いたリ
アプロジェクタであってもよい。すなわち、複数の投写光反射ミラーを備えるリアプロジ
ェクタに適用可能である。そして、像の回転を生じる複数の投写光反射ミラー間では、そ
れぞれの法線が互いに交わらないねじれの位置に配置されていればよい。
【００７８】
（２）上記実施例では、リアプロジェクタを例に説明しているが、前面投写型のプロジェ
クタ（フロントプロジェクタ）に適用することも可能である。リアプロジェクタの場合は
リアスクリーンＳＣＲを透過した光によって画像が表示され、一方、フロントプロジェク
タの場合は、スクリーンを反射した光によって画像が表示される。フロントプロジェクタ
ではプロジェクション部とスクリーンとを一体化できないため、投写レンズの前後或いは
内部に投写光反射ミラーの全てを配置することが必要である。
【００７９】
図１３は、２つの投写光反射ミラーＭＲ１、ＭＲ２を投写レンズ内に配置した例を示す説
明図である。この投写レンズ６００’’は、３つの部分レンズ６１１，６１２，６１３の
うち、第２の部分レンズ６１２と、第３の部分レンズ６１３との間に、２つの投写光反射
ミラーＭＲ１，ＭＲ２を配置した構成を有している。なお、２つの反射ミラーＭＲ１，Ｍ
Ｒ２は、第１の部分レンズ６１１と、第２の部分レンズ６１２との間に配置するようにし
てもよい。また、第２の投写光反射ミラーＭＲ２を第１の部分レンズ６１１と第２の部分
レンズ６１２との間に、第１の投写光反射ミラーＭＲ１を第２の部分レンズ６１２と第３
の部分レンズ６１３との間に配置するようにしてもよい。すなわち、複数の投写光反射ミ
ラーは、投写レンズ内のいずれかの位置に配置されるようにすればよい。また、２つの投
写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２は、必ずしも、投写レンズ内に配置される必要はなく、第
１の部分レンズ６１１の入射面側あるいは、第３の部分レンズ６１３の射出面側に投写レ
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ンズと一体的に配置されるようにしてもよい。また、２つの投写光反射ミラーＭＲ１，Ｍ
Ｒ２のうち、どちらか一方を投写レンズ内に配置し、他方を第１の部分レンズ６１１の入
射面側あるいは、第３の部分レンズ６１３の射出面側に投写レンズと一体的に配置するよ
うにしてもよい。
【００８０】
なお、投写レンズ６００’’内に配置される２つの投写光反射ミラーＭＲ１，ＭＲ２は、
図４の投写レンズ６００’における第２の投写光反射ミラーＭＲ２と同様に、全反射プリ
ズムによって構成することが好ましい。
【００８１】
（３）上記実施例では、色合成手段としてクロスダイクロイックプリズムを用いていたが
、これに代えてクロスダイクロイックミラーを用いることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１実施例としてのリアプロジェクタの概略構成を示す説明図である
。
【図２】プロジェクション部ＰＪの光学系の要部を示す概略平面図である。
【図３】クロスダイクロイックプリズム５００と各色用のライトバルブ４００Ｒ，４００
Ｇ，４００Ｂとを示す概略斜視図である。
【図４】第２の投写光反射ミラーＭＲ２をプロジェクション部ＰＪの投写レンズ内に配置
した例を示す説明図である。
【図５】クロスダイクロイックプリズム５００の周辺を拡大して示す概略平面図である。
【図６】図５に示す配置における各色用のライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂを
光入射面側から見た概略正面図である。
【図７】Ｇ用のライトバルブ４００Ｇの信号入力端子４１０Ｇについて示す説明図である
。
【図８】クロスダイクロイックプリズム５００の周辺を拡大して示す別の概略平面図であ
る。
【図９】図８に示す配置におけるライトバルブ４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂを光入射面
側から見た概略正面図である。
【図１０】第２実施例のリアプロジェクタ２０を第１実施例のリアプロジェクタ１０と比
較して示す説明図である。
【図１１】第３実施例としてのリアプロジェクタの概略構成を示す説明図である。
【図１２】反射型液晶パネルをライトバルブとして用いたプロジェクション部ＰＪ’の光
学系の要部を示す概略平面図である。
【図１３】２つの投写光反射ミラーＭＲ１、ＭＲ２を投写レンズ内に配置した例を示す説
明図である。
【符号の説明】
１０…リアプロジェクタ
２０…リアプロジェクタ
３０…リアプロジェクタ
１００…照明光学系
１１０…光源
１２０…インテグレータ光学系
１３０…照明光反射ミラー
１４０…偏光変換光学系
２００…色光分離光学系
２００’…色光分離光学系
２１０，２２０…ダイクロイックミラー
２１０’，２２０’…ダイクロイックミラー
２３０…反射ミラー
２４０，２５０…フィールドレンズ
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３００…リレー光学系
３００’…リレー光学系
３１０…入射側レンズ
３２０，３４０…リレー反射ミラー
３３０…リレーレンズ
３５０…射出側レンズ（フィールドレンズ）
４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂ…ライトバルブ
４１０Ｒ，４１０Ｇ，４１０Ｂ…信号入力端子
４００Ｒ’，４００Ｇ’，４００Ｂ’…ライトバルブ
５００…クロスダイクロイックプリズム
５１０…第１のダイクロイック面
５２０…第２のダイクロイック面
５３０…交線
５５０…第１の側面（射出面）
５６０…第２の側面（第１の入射面）
５７０…第３の側面（第２の入射面）
５８０…第４の側面（第３の入射面）
６００…投写レンズ
６００’…投写レンズ
６００’’…投写レンズ
７００Ｒ，７００Ｇ，７００Ｂ…偏光ビームスプリッタ
７１０Ｒ，７１０Ｇ，７１０Ｂ…偏光分離面
ＰＪ…プロジェクタ
ＰＪ’…プロジェクタ
ＭＲ１，ＭＲ２，ＭＲ３…投写光反射ミラー
ＳＣＲ…リアスクリーン
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